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水産学部を背負ってこられた先生方

■山森先生退職記念パーティーのお知らせ
魚類生理学研究室・山森邦夫教授は、今春3月に定年をむかえられます。これまでの山森先生への感謝の
気持ちを表すとともに、先生の新たな門出を祝福するために退職記念パーティーを開催いたします。お
誘い合わせの上、奮ってご参加くださいますよう，お願い申し上げます。なお、他研究室の卒業生の
方々、教職員の方々の参加も歓迎いたします。
　日　時：平成21年4月12日（日）　13：30～15：30
　場　所：東京　学士会館　（地下鉄神保町駅下車すぐ）
　会　費：一万円
3月15日までに、参加あるいは不参加につきまして、1）御氏名，２）卒業年度，３）連絡先住所，電話
番号、メールアドレスと合わせまして、okumura@kitasato-u.ac.jp（奥村誠一）までお送りください。電
子メールを使用できる環境にない方は、ファックス0192-44-1904（天野勝文）でお知らせください。

■平成２１年度三水会定期総会のご案内
下記により、平成21年度三水会定期総会を開催いたします。
役員、代議員はもとより、一般会員も傍聴できます。
　開催日時：平成21年5月16日（土）午後6時～7時
　開催場所：北里大学白金キャンパス　3号館　8階　3802教室
　議　　事：①平成20年度事業報告、収支決算　②平成21年度事業計画、収支予算
　　　　　　③第11期役員、代議員の選任　④その他

■「第１１期三水会代議員の改選について」―代議員推薦のお願いー
前回の改選から3年近くが経ち、平成21年度総会において代議員、役員の改選が行われます。
つきましては代議員の推薦（自薦、他薦）を、下記により受け付けいたします。
　　　　　　　　　　　　記
〈会員氏名、卒業年、学科、卒業講座名、現住所、電話番号〉記載
―他薦の場合は、推薦者名を記入―
ＦＡＸまたはE-mailにて、事務局宛にお送り下さい。
　代議員　資格：三水会正会員（水産学部卒業生）
　推薦受付期間：平成21年3月末日
　三水会事務局：TEL＆FAX：０１２０－８７３１３５　E-mail：information@kitasato-sansuikai.jp 

■水産生物化学研究室同窓会・児玉正昭先生退職記念パーティーのご案内
水産生物化学研究室同窓会・児玉正昭先生退職記念パーティーを下記の日程で開催いたします。多くの方々
にご出席いただきますようご案内申し上げます。
開催日時：2009年5月23日（土）　受付開始17：30, 開会18：00～21：00
　会　　場：　(未定)　東京　山手線沿線圏内
　　　　　　＊�会場の詳細については決定しだい三水会ホームページに掲載します。
　会　　費：10,000円
　参加申込み方法：下記連絡先のメールアドレス，ＦＡＸ等で受け付けています。詳細は参加申込案内

を北里大学同窓会に登録されている住所へ郵送していますので，ご覧ください。三水会ホー
ムページのイベントにも参加申込み方法を掲載しています。

　　　　　http://kitasato-sansuikai.jp/ivento.html
　 連 絡 先：不明な点等ありましたら　seika-ob@kitasato-u.ac.jp　またはFAX 03-6313-6853水産生物

化学研究室同窓会事務局(高田(栗栖)義宜)までご連絡ください。
（坂本節子14FF）

　大地震に驚き、大不況におののいて暮れた2008年。2009年は平穏で明るい年になることを
心より祈るばかりです。年月を重ねることは本人の意思にかかわらず色々な経験を積み重ね
ることになるようです。この経験を生かせるか、楽しめるか、今、試されているように感じて
おります。
　三水会も発足して29年を迎え、それぞれに三陸での経験を振り返ってみるのも良いかもし
れません。『卒後30年の集い』が今年3月に開催されることになりました。対象となる会員の皆
様には奮ってご参加いただき、新たな三水会の活力となっていただきたいと思います。

見たい・知りたい・話したい
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三
陸
校
舎
へ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
し
た

　
皆
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ

を
ご
存
知
で
す
か
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ

メ
ラ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

パ
ソ
コ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
中
に
、
カ
メ

ラ
で
捉
え
た
映
像
を
表
示
し
ま
す
。

　
北
里
大
学
同
窓
会
で
は
、
北
里
大
学

の
各
校
舎
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
メ
ラ

の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
第
１
号

と
し
て
、
三
陸
校
舎
（
海
洋
生
命
科
学

部
）
Ｆ
３
の
屋
上
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
動
画
配
信
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
へ
の
ア
ク
セ

ス
方
法
は
、
２
種
類
あ
り
ま
す
。

・
北
里
大
学
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク

セ
ス

（h
ttp
://w
w
w
.k
ita
sa
to
-d
o
u
so
u
k
a
i.jp

/

）

・
三
水
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
ス

（h
ttp
://k
ita
sa
to
-sa
n
su
ik
a
i.jp

/

）

　
行
き
た
く
て
も
、
な
か
な
か
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
三
陸
校
舎
を
、
パ

ソ
コ
ン
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「水産学部卒後30年の集い」―ご案内のお知らせ―
発起人代表：１期　玉置研二

　拝啓　北里大学水産学部卒業生の皆様におかれましては、益々ご活躍の事とお慶び申し上げます。

 我が水産学部が設置されたのは昭和47年であり、同51年春に一期生が三陸の地を巣立って以来、早くも30年
以上が経過いたしました。今年は３期生が卒業後30年目の節目を迎えます。この間幾多のご苦労を乗り越えて
こられたことと拝察いたしますが、昨年４月には、学部名称が水産学部から海洋生命科学部に変更となり、今
更ながら月日の流れが感じられます。

 さて、この度、卒業30年を経過した、１期生、２期生、３期生を対象としました親睦会を、当時の教職員方々
を交え下記にて開催することを企画いたしましたのでお知らせいたします。幹事一同、皆様のご参加を、心よ
りお待ちいたしております。当日「東京オペラシティー54階」東天紅にて再会できることを大いに期待してお
ります。是非、ご夫婦でご参加下さい。

幹事：１期　其阿彌善嗣・石川義行　２期　横堀昌道・田代茂年　３期�小野十美雄・佐藤敏行
敬具　

記
開催日時：平成２１年３月２８日（土）　午後６時（受付５時３０分）
開催場所：東京西新宿「東京オペラシティー54階」東天紅（フォルトナーレ）
　　　　　住所：東京都新宿区西新宿3-20-2　TEL：03-5388-1015
会　　費：１人一万円　〈当日お支払い下さい〉
　　　　　〈尚、ご夫婦で参加される場合一方が会員でなくとも、又、会員ご夫婦の場合でも、２名で一万円となります〉
申込方法：三水会事務局まで電話・FAX又はE-mailでお知らせ願います。
　　　　　TEL・FAX　０１２０－８７３１３５　
　　　　　E-mail：information@kitasato-sansuikai.jp
締　　切：平成２１年３月２２日（日）
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＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ

　
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
サ
イ
ト
の
管

理
、
運
営
。
掲
載
内
容

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
サ

イ
ト
ポ
リ
シ
ー
」
と
し

て
、
提
示
し
て
い
ま
す
。

　
正
確
か
つ
中
立
な
運
営
を
心
が
け
る

上
で
の
注
意
点
、
利
用
規
約
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
本
学
同
窓
会

に
よ
り
、
三
陸
校
舎
の
様
子
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
で
公
開
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
公
開
後
は
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
て
静
止
画
像
（
10
分
に

１
カ
ッ
ト
）
を
、
リ
ン
ク
画
面
に
よ

り
、
動
画
映
像
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
公
開
次
第
、
作
業
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
よ
り
良
い
運
営
を
す
る
た
め
試
行

錯
誤
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
意
見
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

２

三
陸
生
活
33
年
間
の
思
い
出

山
森
　
邦
夫

　
三
陸
と
い
う
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
分
か

ら
な
い
が
、
当
時
も
す
で
に
幻
の
魚
と
い
わ

れ
て
い
た
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
が
い
く
ら
で
も

釣
れ
る
と
聞
い
た
。
一
方
、
東
京
で
は
朝
夕

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
通
勤
電
車
は
す
し
詰
め
状

態
で
通
勤
地
獄
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で

東
京
大
学
農
学
部
を
退
職
し
、
北
里
大
学
水

産
学
部
に
赴
任
し
た
。
昭
和
51
年
３
月
の
こ

と
で
、
丁
度
、
１
回
生
の
卒
業
式
に
間
に
合

っ
た
。
あ
れ
か
ら
33
年
が
経
過
し
、
私
は
定

年
退
職
す
る
年
齢
に
な
っ
た
。

　
当
時
は
出
来
た
ば
か
り
の
学
部
で
、
水
産

増
殖
学
科
に
は
下
村
敏
正
、
藤
野
和
男
、
橘

高
二
郎
、
小
林
正
典
各
教
授
、
鈴
木
敬
二
、

井
田
斎
、
渡
邊
翼
、
山
森
邦
夫
（
私
）
各
助

教
授
、
室
伏
誠
、
厚
田
静
男
各
助
手
、
水
産

食
品
学
科
に
は
、
土
屋
靖
彦
、
松
浦
文
雄
、

太
田
静
行
、
佐
藤
良
裕
各
教
授
、
佐
藤
美
和
、

川
内
浩
司
、
児
玉
正
昭
、
野
村
節
三
各
助
教

授
、
日
下
兵
璽
、
佐
藤
実
、
緒
方
武
比
古
各

助
手
が
お
ら
れ
、
松
浦
教
授
が
学
部
長
を
兼

任
さ
れ
て
い
た
。

　
私
は
魚
類
生
理
学
講
座
に
所
属
し
た
。
研

究
の
内
容
は
生
理
学
と
遺
伝
学
で
あ
っ
て
講

座
主
任
で
あ
る
藤
野
教
授
と
室
伏
助
手
が
遺

伝
学
を
、
私
は
生
理
学
を
担
当
し
た
。
約
20

名
の
卒
論
学
生
の
指
導
を
生
理
学
と
遺
伝
学

と
で
分
け
合
っ
た
。
室
伏
助
手
は
昭
和
53
年

に
日
大
文
理
学
部
に
転
勤
さ
れ
た
。
後
任
と

し
て
鈴
木
美
枝
さ
ん
が
技
術
職
員
と
し
て
着

任
し
た
が
、
１
年
後
に
三
島
市
に
あ
る
国
立

遺
伝
研
に
転
勤
さ
れ
た
。
昭
和
55
年
に
荒
井

克
俊
助
手
が
着
任
し
た
。
荒
井
氏
は
昭
和
59

年
に
講
師
に
昇
任
さ
れ
、
平
成
２
年
に
広
島

大
学
助
教
授
に
栄
転
さ
れ
た
。
荒
井
氏
は
そ

の
後
、
母
校
の
北
大
に
戻
ら
れ
教
授
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
藤
野
教
授
は
荒
井
氏
の

後
任
と
し
て
奥
村
誠
一
助
手
を
採
用
し
た
。

奥
村
氏
は
藤
野
教
授
の
下
で
卒
論
、
大
学
院

修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
修
業
し
た
藤
野
教

授
の
愛
弟
子
で
あ
る
。
藤
野
教
授
は
翌
平
成

３
年
３
月
に
定
年
退
職
さ
れ
、
私
は
講
座
主

任
を
引
き
継
い
だ
。
平
成
５
年
に
東
北
水
研

の
浅
野
昌
充
氏
を
助
教
授
に
迎
え
た
。
浅
野

助
教
授
は
平
成
９
年
に
新
設
さ
れ
た
宮
城
県

立
看
護
大
学
に
教
授
と
し
て
栄
転
さ
れ
た
の

で
、
後
任
と
し
て
天
野
勝
文
氏
を
講
師
に
迎

え
た
。
天
野
氏
は
平
成
12
年
に
助
教
授
に
昇

任
さ
れ
、
平
成
20
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

奥
村
助
手
は
平
成
８
年
に
講
師
に
昇
任
さ
れ
、

平
成
16
年
に
は
准
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
天

野
氏
も
奥
村
氏
も
卒
論
指
導
の
他
、
多
く
の

修
士
を
育
て
、
且
つ
博
士
を
育
て
た
経
験
も

持
つ
優
れ
た
教
員
で
あ
る
。

　
水
産
学
部
の
教
職
員
住
宅
と
し
て
最
初
に

で
き
た
崎
浜
の
住
宅
と
２
番
目
に
で
き
た
浦

浜
の
杉
下
住
宅
が
あ
っ
た
。
私
は
杉
下
住
宅

に
入
居
し
た
。
家
族
は
家
内
と
６
歳
の
娘
で

あ
る
。
４
年
後
に
息
子
が
生
ま
れ
た
。
杉
下

住
宅
は
大
学
に
近
い
の
で
、
帰
宅
後
に
再
度

大
学
に
行
く
こ
と
も
億
劫
で
は
な
い
。
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
と
夕
食
後
に
大
学
に
行
く

こ
と
も
再
三
あ
っ
た
。
近
い
の
で
学
生
た
ち

も
良
く
遊
び
に
来
て
く
れ
た
。
私
の
担
当
す

る
卒
論
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
藤
野
先
生
担

当
の
卒
論
学
生
も
良
く
来
て
く
れ
た
。
狭
い

部
屋
に
重
な
る
よ
う
に
詰
め
あ
っ
て
食
っ
た

り
呑
ん
だ
り
し
な
が
ら
議
論
し
た
。
卒
論
で

う
ま
く
行
っ
た
こ
と
と
か
、
逆
に
悩
ん
で
い

る
こ
と
と
か
、
卒
論
関
連
の
話
が
多
か
っ
た
。

卒
論
テ
ー
マ
が
い
つ
も
皆
の
頭
の
片
隅
か
ら

離
れ
な
い
こ
と
の
証
拠
だ
っ
た
。
皆
、
自
分

の
卒
論
テ
ー
マ
に
の
め
り
こ
ん
で
い
た
。
時

に
は
学
生
た
ち
が
東
京
か
ら
土
産
を
持
っ
て

き
た
。
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ

ン
の
存
在
を
知
っ
た
の
も
学
生
の
土
産
か
ら

で
あ
る
。
越
喜
来
漁
港
が
近
い
の
で
、
夕
食

後
に
釣
り
に
行
き
、
釣
れ
た
ク
ロ
ソ
イ
や
メ

バ
ル
を
肴
に
晩
酌
を
楽
し
む
こ
と
も
多
か
っ

た
。

　
子
供
が
大
き
く
な
っ
て
杉
下
住
宅
が
手
狭

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
平
野
礼

次
郎
学
部
長
か
ら
大
船
渡
に
家
族
向
け
住
宅

を
新
設
す
る
話
が
あ
り
、
新
住
宅
建
設
委
員

会
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
当
初
は
多
く

の
教
員
が
単
身
赴
任
で
あ
っ
た
が
、
家
族
連

れ
の
教
員
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
僻

地
の
大
学
に
優
秀
な
教
員
を
呼
び
込
む
に
は
、

「
将
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば
、
ま
ず
馬
を
射
よ
」

が
肝
心
で
、
す
な
わ
ち
「
奥
方
に
気
に
入
っ

て
も
ら
え
る
住
宅
を
用
意
す
れ
ば
、
優
秀
な

教
員
に
来
て
も
ら
え
る
」
と
の
深
謀
遠
慮
が

平
野
学
部
長
の
真
意
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
便

利
で
広
く
夢
の
あ
る
住
宅
を
計
画
し
た
。
田

舎
で
土
地
は
広
い
の
だ
か
ら
高
層
住
宅
は
止

め
、
大
船
渡
市
赤
崎
町
字
諏
訪
前
に
５
０
０

坪
の
土
地
を
借
り
、
平
成
６
年
冬
に
諏
訪
前

住
宅
が
完
成
し
た
。
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
２
階
建
て

住
宅
が
４
軒
連
な
り
、
こ
れ
が
２
棟
で
、
計

８
所
帯
分
の
住
宅
で
あ
る
「
写
真
１
」。
各
軒

に
２
台
分
の
駐
車
場
を
備
え
た
。
諏
訪
前
地

区
は
大
船
渡
市
が
水
田
を
住
宅
地
に
造
成
し

た
も
の
で
、
当
初
は
周
囲
に
何
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
や
食
品
ス
ー
パ
ー
の
「
新
鮮
館
」
な

ど
が
で
き
て
大
船
渡
市
の
中
で
最
も
発
展
著

し
い
地
区
に
な
っ
た
。
買
物
に
来
る
学
生
も

多
い
。
諏
訪
前
住
宅
は
「
新
鮮
館
」
や
「
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
裏
側
に
位
置
し
、
盛
川
に

面
し
て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
。

　
渓
流
釣
り
に
惹
か
れ
て
三
陸
に
来
た
私
で

あ
る
。
三
陸
で
は
車
か
ら
降
り
た
場
所
が
渓

流
釣
り
場
に
な
る
。
リ
ア
ス
式
地
形
と
い
う

の
は
、
山
地
の
中
腹
ま
で
が
海
に
沈
み
、
山

地
の
上
流
部
の
み
が
海
か
ら
突
き
出
て
い
る

と
い
っ
て
も
良
い
地
形
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
東
京
で
は
電
車
や
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
さ

ら
に
数
時
間
歩
か
な
い
と
た
ど
り
着
け
な
い

標
高
１
０
０
０
ｍ
ク
ラ
ス
の
地
形
が
、
足
元

に
転
が
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し

か
も
人
口
が
少
な
く
、
水
質
汚
染
も
少
な
い

環
境
な
の
で
、
都
会
で
は
幻
の
魚
が
こ
こ
で

は
全
く
幻
で
な
い
。
川
に
は
よ
く
行
っ
た
。

イ
ワ
ナ
釣
り
が
主
で
、
ひ
と
た
び
釣
り
を
す

る
と
、
そ
の
後
は
同
じ
場
所
で
は
し
ば
ら
く

釣
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
同
じ
場
所
で
釣
る

場
合
に
は
最
低
１
週
間
以
上
間
を
お
い
て
か

ら
に
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
っ
た
く
釣
り
に
な

ら
な
い
と
き
は
、
大
抵
先
行
者
が
い
た
り
、

釣
り
を
し
た
ら
し
い
新
し
い
足
跡
が
見
つ
か

っ
た
り
し
た
。
だ
か
ら
、
釣
り
に
行
く
場
所

を
何
ヶ
所
も
用
意
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

間
を
お
い
て
も
数
十
年
も
同
じ
渓
流
で
釣
り

を
し
て
い
る
と
大
抵
の
こ
と
は
記
憶
し
て
し

ま
う
。
下
流
か
ら
上
流
ま
で
の
水
中
の
数
々

の
石
の
配
置
、
魚
の
潜
む
場
所
、
大
物
が
釣

れ
る
場
所
な
ど
、
経
験
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
知
り
、
坊
主
（
１
尾
も
釣
れ
な
い

こ
と
）
で
帰
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
尺
（
30

cm
）
を
超
え
る
大
き
さ
の
渓
流
魚
を
「
尺
も

の
」
と
い
う
が
、「
尺
も
の
」
の
魚
拓
は
何
度

も
作
っ
た
。
し
か
し
三
陸
で
は
渓
流
魚
が
幻

の
魚
で
無
い
こ
と
も
あ
り
、
当
初
頻
繁
で
あ

っ
た
釣
行
も
徐
々
に
減
り
、
最
近
は
年
数
回

程
度
に
な
っ
た
。
ま
た
釣
り
の
時
間
も
朝
１

「写真1」

「写真2」
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第
36
回
漁
火
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
栗
栖
　
亮

　
こ
の
度
、
平
成
20
年
10
月
11
日（
土
）・

12
日
（
日
）
に
、
北
里
大
学
海
洋
生
命

科
学
部
に
お
い
て
第
36
回
漁
火
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
36
回
漁
火
祭
で
は
、「
さ
ら
ば
水

産
学
部
」
〜
そ
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
れ
〜
を
テ
ー
マ
に
、
実
行
委
員
70
人

で
４
月
か
ら
奔
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

北
里
大
学
水
産
学
部
は
平
成
20
年
４
月

よ
り
学
部
名
が
海
洋
生
命
科
学
部
に
変

わ
り
、
水
産
学
部
で
の
漁
火
祭
は
今
年

が
最
後
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
天

候
が
当
日
の
朝
ま
で
危
ぶ
ま
れ
、
ま
た

初
日
に
は
強
風
と
い
っ
た
予
期
せ
ぬ
で

き
ご
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
同
様

「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
を
メ
イ
ン

企
画
と
し
、
大
変
多
く
の
お
客
様
に
ご

来
場
い
た

だ
き
大
い

に
盛
り
上

が
り
ま
し

た
。
こ
の

漁
火
祭
を

開
催
す
る

に
至
っ
て
、

学
生
生
活

で
何
か
に

奮
闘
す
る

楽
し
さ
、

皆
が
一
丸
と
な
る
こ
と
の
難
し
さ
、
ま

た
今
回
で
36
回
目
と
な
る
漁
火
祭
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
行

委
員
一
同
感
じ
取
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
第
36
回
漁
火
祭
実
行
委
員
、
共
に
漁

火
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
学
生
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
が

円
満
具
足
と
な
れ
た
の
も
三
水
会
様
の

寛
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
末
筆

な
が
ら
、
第
36
回
漁
火
祭
実
行
委
員
会

を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
三
水
会
様
に
は
、
学
部
名
が

変
わ
ろ
う
と
も
伝
統
は
変
わ
ら
な
い
漁

火
祭
の
更
な
る
躍
進
の
た
め
に
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
高
配
を
賜
り
た
く
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３

時
間
と
か
、
夕
方
１
時
間
と
か
、
短
時
間
で

切
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
自
分
で
釣
る
よ

り
他
人
を
案
内
す
る
ほ
う
が
好
き
に
な
っ
て

き
た
。
最
近
、
体
験
実
習
と
称
し
て
、
学
生

に
実
技
を
教
え
る
科
目
が
で
き
、
私
は
「
魚

か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
学
生
に
魚
釣
り
を

指
導
し
て
い
る
。
平
成
19
年
７
月
に
「
イ
ワ

ナ
釣
り
」
を
開
講
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
は

女
子
学
生
９
名
、
男
子
学
生
２
名
の
計
11
名

で
い
ず
れ
も
初
心
者
だ
っ
た
。
ま
ず
土
曜
日

午
後
に
イ
ワ
ナ
釣
り
に
つ
い
て
講
義
を
し
、

翌
日
曜
日
に
地
元
三
陸
町
内
の
渓
流
に
入
り
、

釣
り
を
実
地
指
導
し
た
。
そ
の
結
果
、
午
前

７
時
集
合
の
第
１
班
５
名
の
釣
果
は
６
尾
、

午
前
11
時
集
合
の
第
２
班
６
名
の
釣
果
は
15

尾
と
い
ず
れ
も
大
漁
で
、
し
か
も
第
２
班
の

女
子
学
生
は
全
長
39
cm
の
大
イ
ワ
ナ
を
釣
り

上
げ
た
「
写
真
２
」。
全
員
に
イ
ワ
ナ
釣
り
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
大
変
良
か
っ
た
。

39
cm
の
イ
ワ
ナ
は
め
っ
た
に
出
な
い
大
物
で

あ
る
。
三
陸
は
現
在
も
昔
と
変
わ
ら
ず
渓
流

魚
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
海
で

は
夏
の
小
サ
バ
・
小
ア
ジ
釣
り
が
楽
し
い
。

秋
の
チ
カ
釣
り
も
人
気
が
あ
る
が
、
昨
年
秋

は
チ
カ
の
群
れ
が
全
く
出
現
し
な
か
っ
た
。

な
ぜ
だ
か
分
か
ら
な
い
。

　
昭
和
55
年
に
は
水
産
学
部
同
窓
生
の
集
ま

り
で
あ
る
三
水
会
が
発
足
し
た
。
翌
昭
和
56

年
に
は
松
浦
先
生
が
北
里
大
学
学
長
に
な
ら

れ
た
。
昭
和
58
年
に
は
水
産
学
部
の
広
報
誌

で
あ
る
「
水
産
学
部
だ
よ
り
」
が
発
刊
さ
れ

た
。
平
成
３
年
10
月
に
は
日
本
水
産
学
会
秋

季
大
会
開
催
を
水
産
学
部
が
担
当
し
た
。
全

国
か
ら
９
３
７
名
の
学
会
員
が
三
陸
キ
ャ
ン

パ
ス
に
集
合
し
、
３
８
６
題
の
研
究
発
表
と

２
件
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
三

陸
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
会
員
交
歓
会

は
、
町
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
で
大
好
評
で

あ
っ
た
。
翌
平
成
４
年
に
は
待
望
の
マ
リ
ン

ホ
ー
ル
（
１
階
は
屋
内
水
槽
室
、
２
階
は
講

義
室
、
３
階
は
学
生
食
堂
と
学
生
ホ
ー
ル
と

売
店
の
あ
る
３
階
建
て
）
が
完
成
し
た
。
平

成
12
年
に
水
産
学
部
は
学
部
改
組
し
、
２
学

科
制
か
ら
水
産
生
物
科
学
科
の
１
学
科
制
に

移
行
し
た
。
平
成
16
年
度
に
同
学
科
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
受
け
、

私
立
大
学
で
は
初
め
て
そ
の
認
定
を
受
け
た
。

平
成
20
年
に
は
学
部
名
称
を
海
洋
生
命
科
学

部
に
変
更
し
た
。
平
成
21
年
３
月
に
は
４
階

建
て
の
学
生
実
験
棟
が
完
成
す
る
。

　
外
部
環
境
の
変
化
と
し
て
は
、
昭
和
57
年

に
東
北
新
幹
線
が
開
業
し
、
昭
和
59
年
に
三

陸
鉄
道
が
民
営
化
さ
れ
、
平
成
11
年
に
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
の
大
船
渡
Ｉ
Ｃ
　
新
三
陸
ト

ン
ネ
ル
間
が
開
通
し
た
。
ま
た
平
成
13
年
に

三
陸
町
は
大
船
渡
市
と
合
併
し
、
新
生
大
船

渡
市
に
な
っ
た
。

　
以
上
振
り
返
る
と
、
33
年
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
当
初
の
教

授
た
ち
は
全
員
定
年
退
職
さ
れ
、
助
教
授
た

ち
も
教
授
に
昇
任
後
に
次
々
と
定
年
退
職
さ

れ
、
当
初
最
も
若
い
助
教
授
だ
っ
た
児
玉
先

生
や
私
も
い
よ
い
よ
定
年
を
迎
え
た
。
こ
の

４
年
間
で
９
人
の
教
授
が
定
年
退
職
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
代
わ
り
に
次
々
と
優
秀
な
若

い
先
生
方
が
着
任
し
て
い
る
。
問
題
は
少
子

化
で
あ
る
。
受
験
生
の
確
保
が
一
番
の
難
題

で
あ
り
、
教
員
総
出
で
出
前
講
義
な
ど
も
行

い
、
学
部
広
報
に
努
め
て
い
る
。
困
難
な
状

況
で
あ
る
が
、
今
後
も
緒
方
学
部
長
の
下
で

全
員
一
致
団
結
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
と
研

究
を
継
続
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
九
州
地
区
親
睦
会
に
参
加
し
て
」

Ｆ
Ａ

 19 
期
　
加
藤
　
紳

　
寒
冷
の
候
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
去
る
平
成
20
年
11
月
８
日
に
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
た
三
水
会
九
州
地
区
親
睦

会
に
参
加
致
し
ま
し
た
の
で
、
私
の
近
況
を

兼
ね
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
親
睦
会

に
は
九
州
各
地
か
ら
15
名
の
会
員
が
参
加
し
、

来
賓
に
長
野
県
よ
り
小
林
正
典
名
誉
教
授
、

山
梨
県
よ
り
長
谷
川
一
敏
三
水
会
長
に
お
越

し
頂
き
、
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
の
も
と

午
後
７
時
よ
り
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
、
篤
姫
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
鹿
児
島
と
い

え
ば
黒
豚
で
す
。
県
下
最
大
の
繁
華
街
天
文

館
に
あ
る
黒
豚
料
理
店
「
あ
ぢ
も
り
」
で
美

味
な
黒
豚
鍋
料
理
を
囲
み
ま
し
た
。
学
生
時

代
は
専
ら
日
本
酒
と
麦
焼
酎
で
し
た
が
、
郷

に
入
っ
て
は
…
…
と
い
う
こ
と
で
芋
焼
酎
の

空
ボ
ト
ル
が
次
々
と
並
ん
で
い
き
ま
し
た
。

楽
し
い
話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
南
国
で

の
開
催
で
場
所
と
お
酒
が
違
え
ど
も
、
三
陸

生
活
時
代
に
浸
れ
る
空
間
は
い
つ
も
な
が
ら

温
か
く
な
ん
と
も
気
持
を
和
ま
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。

　
も
と
も
と
私
は
埼
玉
県
出
身
で
す
が
、
大

学
卒
業
後
９
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
東
京
の

海
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
退
職
後
、
現

在
は
鹿
児
島
県
南
九
州
市
頴
娃
（
え
い
）
町

に
て
世
界
的
に
も
例
の
少
な
い
「
タ
ツ
ノ
オ

ト
シ
ゴ
類
」
の
養
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
管
理
上
理
想
的

な
養
殖
環
境
を
探
し
た
末
に
鹿
児
島
に
や
っ

て
来
た
わ
け
で
す
が
、
人
生
初
め
て
の
土
地

で
右
往
左
往
し
て
い
る
と
き
に
い
ち
早
く
ご

助
力
を
頂
い
た
の
が
三
水
会
鹿
児
島
支
部
の

諸
先
輩
方
で
し
た
。
人
脈
作
り
や
学
術
情
報

の
ご
提
供
な
ど
、
鹿
児
島
に
来
て
４
年
以
上

経
ち
ま
す
が
今
日
も
お
世
話
に
な
り
通
し
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
親
交
と
い
え
ば
同
級
生
が

主
で
し
た
が
、
卒
業
生
の
縦
の
繋
が
り
の
心

強
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

今
回
の
九
州
地
区
会
員
総
数
当
た
り
の
親
睦

会
参
加
者
数
は
岩
手
県
の
鮭
の
回
帰
率
を
幾

分
上
回
る
も
の
の
低
調
気
味
に
あ
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
方
々
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
養
殖
業
で
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
が

魚
病
の
問
題
で
す
。
十
分
な
研
究
知
見
の
な

い
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
類
に
お
い
て
は
対
応
困

難
な
状
況
も
や
っ
て
き
ま
す
。
経
験
未
熟
な

私
な
ど
は
頭
の
中
が
対
症
療
法
の
こ
と
に
支

配
さ
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

親
睦
会
で
は
小
林
先
生
に
「
良
い
水
・
良
い

エ
サ
・
適
正
密
度
」
が
健
康
な
魚
を
育
む
と

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
確
か
に
私

自
身
も
都
市
部
か
ら
田
舎
町
へ
の
移
住
後
、

体
調
は
大
変
良
好
で
す
。
基
本
に
返
っ
て
魚

と
接
し
て
い
こ
う
と
先
生
の
お
言
葉
を
胸
に

刻
み
つ
つ
、
水
産
放
浪
歌
の
大
合
唱
で
親
睦

会
一
次
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
最

終
的
な
解
散
が
翌
日
未
明
で
あ
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
末
筆
な
が
ら
海
洋
生
命
科
学
部
と
し
て
学

部
の
新
た
な
る
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

－

クロウミウマの産卵

クロウミウマの稚魚

「
第
三
回
潜
水
部
Ｏ
Ｂ
会
の
集
い
」
に

出
席
し
て

Ｆ
Ａ
17
期
　
高
城
　
豊

　
２
０
０
８
年
10
月
４
日
（
土
）
「
蔵

の
桜
　
銀
座
ナ
イ
ン
店
」
に
て
、
第
三

回
潜
水
部
Ｏ
Ｂ
会
の
集
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
卒
業
し
て
17
年
が
経
ち
、
そ
の

間
は
潜
水
部
同
期
の
結
婚
式
で
同
期
の

友
人
と
顔
を
合
せ
た
事
が
あ
る
程
度
で
、

Ｏ
Ｂ
会
の
集
い
に
出
席
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。
井
田
先
生
の
お
顔

を
拝
見
す
る
の
も
大
学
在
学
時
以
来
で
、

当
時
に
比
べ
て
だ
い
ぶ
白
髪
が
目
立
つ

よ
う
に
お
見
受
け
さ
れ
、
時
が
ず
い
ぶ

ん
流
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私

の
同
期
や
現
役
時
の
先
輩
や
後
輩
の
姿

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て
会

っ
た
先
輩
方
に
当
時
の
練
習
や
合
宿
の

様
子
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
今
年
の

４
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
後
輩
に
は
、

大
船
渡
や
崎
浜
、
浦
浜
の
町
の
様
子
や

今
の
潜
水
部
で
は
す
ぐ
に
レ
ギ
ュ
レ
ー

タ
ー
や
タ
ン
ク
を
着
け
て
潜
っ
て
い
る

と
聞
い
て
、
私
の
現
役
時
代
２
年
生
の

７
月
ま
で
は
ひ
た
す
ら
表
面
遊
泳
や
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
練
習
を
徹
底
的
に

行
い
、
基
本
が
身
に
付
い
て
か
ら
そ
の

後
に
や
っ
と
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
タ
ン

ク
を
付
け
て
潜
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
２
次
会
は
近
く
の
居
酒
屋
に
移
動
し
、

半
数
以
上
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
皆
さ
ん
だ
い
ぶ
打
ち
解
け

て
、
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
集
い
が
始
ま
っ
て
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
４
時
間
以
上
経
ち
、
10
時

過
ぎ
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

仕
事
上
の
付
き
合
い
ば
か
り
に
な
っ
て

い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
集

い
は
久
し
ぶ
り
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

DIC=177



４５

Ｋ
Ｕ
ラ
ン
フ
ォ
ー
ト
会

（
食
品
化
学
研
究
室
同
窓
会
）

「
佐
藤
實
先
生
還
暦
祝
い
＆
菅
野
先
生

教
授
昇
任
祝
い
」

Ｈ
13
年
度
卒
業
　
安
達
真
人
（
27
回
生
）

　
平
成
20
年
10
月
25
日
（
土
）
に
東
京

タ
ワ
ー
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
て
佐
藤
實
先
生
の
還
暦
祝

い
と
菅
野
先
生
の
教
授
昇
任
祝
い
を
兼

ね
た
食
品
化
学
研
究
室
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
水
産
食
品
化
学
研
究
室

の
元
教
授
で
あ
る
佐
藤
美
和
先
生
は
所

用
の
た
め
、
私
も
お
世
話
に
な
っ
た
長

久
先
生
は
日
程
に
都
合
が
つ
か
ず
残
念

な
が
ら
欠
席
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
１

回
生
か
ら
33
回
生
ま
で
の
同
窓
生
が
出

席
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
卒
業
し
て
か

ら
早
く
も
７
年
近
く
の
月
日
が
経
ち
、

三
陸
で
の
生
活
が
な
つ
か
し
い
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　
ま
ず
Ｋ
Ｕ
ラ
ン
フ
ォ
ー
ト
会
会
長
で

あ
る
１
回
生
の
伊
藤
さ
ん
の
あ
い
さ
つ

で
幕
を
き
り
ま
し
た
。
水
産
学
会
で
佐

藤
先
生
や
菅
野
先
生
が
東
京
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
事
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

急
き
ょ
開
催
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
、
急

な
話
し
で
申
し
訳
な
い
と
の
説
明
が
あ

り
、
次
に
２
回
生
の
鈴
木
さ
ん
に
よ
る

還
暦
祝
い
＆
教
授
昇
任
を
お
祝
い
す
る

乾
杯
の
音
頭
へ
と
続
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
し
ば
ら
く
三
陸
で
の
想
い
出

話
し
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、久
し
ぶ

り
に
私
の
同
期
や
年
の
近
い
先
輩
・
後

輩
と
会
っ
て
、
現
在
の
近
況
な
ど
に
つ

い
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
２
時
間
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
實
先
生
に
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、

還
暦
な
の
で
「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」

と
思
い
き
や
、
代
わ
り
に
「
赤
い
バ
ラ

の
花
束
」
が
贈
呈
さ
れ
、
現
在
赴
任
中

の
東
北
大
学
で
の
近
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
私
の
卒
論
を

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
菅
野
先
生

に
は
実
り
の
ブ
ー
ケ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
実
り
あ
る
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
よ
う
に
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
菅
野
先

生
か
ら
は
現
在
の
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
の

現
状
や
海
洋
生
命
学
部
へ
の
名
称
変
更

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
実
験
新

棟
が
建
設
中
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
抜
き
打
ち
で
選
ば
れ
た
同
窓

生
数
名
か
ら
近
況
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
、
私
も
急
き
ょ
ス
ピ
ー
チ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
大
学
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
近
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
の
い
い
と
こ
ろ
は
１
回
生
か

ら
33
回
生
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
諸
先

輩
・
後
輩
の
皆
さ
ん
と
、
世
代
を
超
え

て
気
軽
に
お
話
し
で
き
る
こ
と
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
三
陸
で
の
想
い
出
話
し

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
時
は
気
分
が
学

生
時
代
に
戻
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
は

佐
藤
實
先
生
還
暦
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
菅
野
先
生
教
授
昇
任
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

健
康
に
留
意
さ
れ
、
両
先
生
と
も
ま
す

ま
す
の
御
活
躍
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｋ
Ｕ
ラ
ン
フ
ォ
ー
ト
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
６
回
生
の
飯
塚
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
㈱
ア
ト
ラ
ス
の
皆
様
、
ま
た
、
三

水
会
よ
り
補
助
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
野
先
生
の
「
傘
寿
の
お
祝
い
」

　
前
北
里
大
学
水
産
学
部
長
の
平
野
禮

次
郎
先
生
が
、
こ
の
た
び
傘
寿
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
壮
健

を
願
う
意
味
で
、
平
成
20
年
10
月
24
日

（
金
曜
日
）
午
後
１
時
半
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館) 

に
て
、
東
京
大
学
と
北

里
大
学
の
門
下
生
、
ご
友
人
に
よ
る
お

祝
い
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
里
大
学
か
ら
は
、
小
河
先
生
、
加

戸
先
生
を
は
じ
め
、
卒
業
生
の
上
村
、

山
本
宇
宙
、
山
本
耕
成
、
正
田
、
前
田
、

村
山
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
全
体
で
50

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
東
京
大

学
、
北
里
大
学
在
職
中
、
そ
し
て
退
任

後
の
ご
活
躍
の
写
真
を
門
下
生
が
解
説

し
ス
ラ
イ
ド
上
映
す
る
な
ど
、
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
て

水
産
増
殖
学
科
５
期
（
昭
和
55
年

卒
業
）

三
宝
食
品
株
式
会
社
取
締
役
部
長

小
山
　
泰
治

　
早
い
も
の
で

も
う
年
の
瀬
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
に

講
師
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
二
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
今
で
こ
そ
ど
う
に
か
一
人
前
の

顔
を
し
て
い
る
も
の
の
、
ち
ょ
う

ど
三
十
年
前
の
自
分
と
同
じ
歳
の

学
生
に
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
え
る

立
場
じ
ゃ
な
い
こ
と
は
百
も
承
知

で
引
き
受
け
ま
し
た
。
か
と
い
っ

て
ど
ん
な
こ
と
を
言
え
ば
い
い
の

か
悩
み
考
え
た
挙
句
当
時
の
自
分

が
い
か
に
ダ
メ
な
奴
で
、
今
人
生
の
黄

昏
時
に
な
る
ま
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

き
た
か
を
、
言
う
な
れ
ば
人
生
を
ど
う

つ
ま
ず
い
て
、
ど
う
立
ち
上
が
っ
た
か

を
話
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
最
初
の
就
職
は
下
宿
の
先
輩
の
紹
介

で
山
梨
の
養
殖
場
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

実
は
当
時
つ
き
あ
っ
て
い
た
彼
女
が
東

京
に
い
て
周
囲
が
反
対
す
る
の
も
聞
か

ず
に
就
職
し
た
の
で
す
が
、
バ
チ
が
当

た
っ
た
の
か
親
父
が
倒
れ
、
帰
省
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
が
そ
も
そ
も
の

つ
ま
ず
き
の
第
一
歩
で
し
た
（
と
い
う

よ
り
も
オ
ネ
ー
チ
ャ
ン
に
イ
カ
レ
や
す

い
自
分
が
問
題
）。

　
次
の
就
職
は
同
級
生
だ
っ
た
今
は
亡

き
大
坪
君
の
父
親
が
組
合
長
を
務
め
る

岩
手
県
の
内
水
面
養
殖
組
合
で
お
せ
わ

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
年
働
き

魚
の
加
工
と
販
売
を
学
び
ま
し
た
。
か

つ
て
の
私
は
物
を
売
る
な
ど
ま
っ
た
く

ダ
メ
で
、
高
校
時
代
は
頼
ま
れ
た
コ
ン

サ
ー
ト
の
切
符
を
一
枚
も
売
る
こ
と
が

出
来
ず
、
し
か
た
な
く
バ
イ
ト
を
し
て

自
分
で
カ
ネ
を
払
っ
た
と
い
う
暗
い
過

去
ま
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
ト
ラ

ウ
マ
を
振
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
さ
て
次
は
、
そ
の
組
合
が
取
引
を
し

て
い
た
秋
田
の
中
央
市
場
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
魚
卵
課
に
配
属
さ
れ
タ
ラ

コ
の
販
売
担
当
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
そ
の
後
太
洋
産
業
に
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、
両
社
で
北
朝
鮮
の
タ

ラ
コ
事
業
に
参
加
し
、
５
シ
ー
ズ
ン
、

の
べ
一
年
以
上
滞
在
し
、
現
地
で
朝
鮮

人
に
間
違
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
地
元
秋
田
と
言
え
ば
ハ
タ
ハ
タ

で
す
が
、
当
時
県
内
産
は
乱
獲
に
よ
る

資
源
の
枯
渇
で
ほ
と
ん
ど
が
北
朝
鮮
か

ら
の
輸
入
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
て
望
ま
れ
て
転
職
し
た
の
が
現
在
の

三
宝
食
品
だ
っ
た
わ
け
な
の
で
す
。
で
、

こ
こ
で
も
タ
ラ
コ
作
り
を
始
め
二
十
年

近
く
な
り
ま
す
が
、
一
昨
年
私
の
開
発

し
た
新
製
法
が
評
価
さ
れ
水
産
庁
長
官

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

域
資
源
を
活
用
し
た
製
品
が
い
ろ
ん
な

形
で
評
価
を
う
け
て
い
ま
す
。

　
路
頭
に
迷
う
時
、
い
つ
も
誰
か
が
助

け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
と
な
り
に
い
る

友
達
を
た
い
せ
つ
に
す
る
こ
と
。
そ
の

こ
と
を
最
後
に
伝
え
て
講
演
を
終
え
ま

し
た
。

  

新
製
品

 

　
秋
田
讃
醸
　
白
神
の
雪
し
ろ
鱒

　
白
神
山
地
か
ら
の
雪
解
け
水
が

海
に
流
出
す
る
米
代
川
河
口
で
漁

獲
し
た
桜
鱒
を
秋
田
の
伝
統
発

酵
調
味
料

（
し
ょ
っ
つ

る
、
純
米

酒
、
甘
酒

等
）
で
漬

け
込
み
熟

成
さ
せ
た
。
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４５

Ｋ
Ｕ
ラ
ン
フ
ォ
ー
ト
会

（
食
品
化
学
研
究
室
同
窓
会
）

「
佐
藤
實
先
生
還
暦
祝
い
＆
菅
野
先
生

教
授
昇
任
祝
い
」

Ｈ
13
年
度
卒
業
　
安
達
真
人
（
27
回
生
）

　
平
成
20
年
10
月
25
日
（
土
）
に
東
京

タ
ワ
ー
の
す
ぐ
隣
に
あ
る
東
京
プ
リ
ン

ス
ホ
テ
ル
に
て
佐
藤
實
先
生
の
還
暦
祝

い
と
菅
野
先
生
の
教
授
昇
任
祝
い
を
兼

ね
た
食
品
化
学
研
究
室
同
窓
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
水
産
食
品
化
学
研
究
室

の
元
教
授
で
あ
る
佐
藤
美
和
先
生
は
所

用
の
た
め
、
私
も
お
世
話
に
な
っ
た
長

久
先
生
は
日
程
に
都
合
が
つ
か
ず
残
念

な
が
ら
欠
席
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
１

回
生
か
ら
33
回
生
ま
で
の
同
窓
生
が
出

席
し
て
い
ま
し
た
。
私
も
卒
業
し
て
か

ら
早
く
も
７
年
近
く
の
月
日
が
経
ち
、

三
陸
で
の
生
活
が
な
つ
か
し
い
今
日
こ

の
頃
で
す
。

　
ま
ず
Ｋ
Ｕ
ラ
ン
フ
ォ
ー
ト
会
会
長
で

あ
る
１
回
生
の
伊
藤
さ
ん
の
あ
い
さ
つ

で
幕
を
き
り
ま
し
た
。
水
産
学
会
で
佐

藤
先
生
や
菅
野
先
生
が
東
京
に
い
ら
っ

し
ゃ
る
と
の
事
で
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て

急
き
ょ
開
催
が
決
ま
っ
た
よ
う
で
、
急

な
話
し
で
申
し
訳
な
い
と
の
説
明
が
あ

り
、
次
に
２
回
生
の
鈴
木
さ
ん
に
よ
る

還
暦
祝
い
＆
教
授
昇
任
を
お
祝
い
す
る

乾
杯
の
音
頭
へ
と
続
い
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
し
ば
ら
く
三
陸
で
の
想
い
出

話
し
で
大
い
に
盛
り
上
が
り
、久
し
ぶ

り
に
私
の
同
期
や
年
の
近
い
先
輩
・
後

輩
と
会
っ
て
、
現
在
の
近
況
な
ど
に
つ

い
て
情
報
交
換
し
ま
し
た
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
う
ち
に
２
時
間
と
い
う
限
ら

れ
た
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
し
た
。

　
佐
藤
實
先
生
に
花
束
贈
呈
が
行
わ
れ
、

還
暦
な
の
で
「
赤
い
ち
ゃ
ん
ち
ゃ
ん
こ
」

と
思
い
き
や
、
代
わ
り
に
「
赤
い
バ
ラ

の
花
束
」
が
贈
呈
さ
れ
、
現
在
赴
任
中

の
東
北
大
学
で
の
近
況
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
私
の
卒
論
を

直
接
指
導
し
て
い
た
だ
い
た
菅
野
先
生

に
は
実
り
の
ブ
ー
ケ
が
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
。
実
り
あ
る
研
究
成
果
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
よ
う
に
と
の
意
味
が
込
め
ら
れ
て

い
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
菅
野
先

生
か
ら
は
現
在
の
三
陸
キ
ャ
ン
パ
ス
の

現
状
や
海
洋
生
命
学
部
へ
の
名
称
変
更

な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
実
験
新

棟
が
建
設
中
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
抜
き
打
ち
で
選
ば
れ
た
同
窓

生
数
名
か
ら
近
況
に
つ
い
て
ス
ピ
ー
チ

が
あ
り
、
私
も
急
き
ょ
ス
ピ
ー
チ
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
大
学
時
代
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
や
近
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
の
い
い
と
こ
ろ
は
１
回
生
か

ら
33
回
生
ま
で
の
幅
広
い
年
代
の
諸
先

輩
・
後
輩
の
皆
さ
ん
と
、
世
代
を
超
え

て
気
軽
に
お
話
し
で
き
る
こ
と
に
あ
る

と
思
い
ま
す
。
三
陸
で
の
想
い
出
話
し

で
盛
り
上
が
っ
て
い
る
時
は
気
分
が
学

生
時
代
に
戻
っ
た
感
じ
が
し
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
は

佐
藤
實
先
生
還
暦
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
ま
た
、
菅
野
先
生
教
授
昇
任
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご

健
康
に
留
意
さ
れ
、
両
先
生
と
も
ま
す

ま
す
の
御
活
躍
を
遂
げ
ら
れ
ま
す
よ
う

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　
Ｋ
Ｕ
ラ
ン
フ
ォ
ー
ト
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
生

方
、
６
回
生
の
飯
塚
さ
ん
を
は
じ
め
と

す
る
㈱
ア
ト
ラ
ス
の
皆
様
、
ま
た
、
三

水
会
よ
り
補
助
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た

こ
と
に
つ
い
て
、
こ
の
場
を
借
り
て
御

礼
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
野
先
生
の
「
傘
寿
の
お
祝
い
」

　
前
北
里
大
学
水
産
学
部
長
の
平
野
禮

次
郎
先
生
が
、
こ
の
た
び
傘
寿
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。

　
先
生
の
今
後
の
ま
す
ま
す
の
ご
壮
健

を
願
う
意
味
で
、
平
成
20
年
10
月
24
日

（
金
曜
日
）
午
後
１
時
半
よ
り
、
東
京

都
千
代
田
区
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷

（
私
学
会
館) 

に
て
、
東
京
大
学
と
北

里
大
学
の
門
下
生
、
ご
友
人
に
よ
る
お

祝
い
の
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
北
里
大
学
か
ら
は
、
小
河
先
生
、
加

戸
先
生
を
は
じ
め
、
卒
業
生
の
上
村
、

山
本
宇
宙
、
山
本
耕
成
、
正
田
、
前
田
、

村
山
が
参
加
し
ま
し
た
。
会
全
体
で
50

名
を
超
え
る
参
加
者
が
あ
り
、
東
京
大

学
、
北
里
大
学
在
職
中
、
そ
し
て
退
任

後
の
ご
活
躍
の
写
真
を
門
下
生
が
解
説

し
ス
ラ
イ
ド
上
映
す
る
な
ど
、
盛
況
の

う
ち
に
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
参
加
し
て

水
産
増
殖
学
科
５
期
（
昭
和
55
年

卒
業
）

三
宝
食
品
株
式
会
社
取
締
役
部
長

小
山
　
泰
治

　
早
い
も
の
で

も
う
年
の
瀬
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
に

講
師
と
し
て
参

加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
二
ヶ

月
が
経
ち
ま
し
た
。

　
今
で
こ
そ
ど
う
に
か
一
人
前
の

顔
を
し
て
い
る
も
の
の
、
ち
ょ
う

ど
三
十
年
前
の
自
分
と
同
じ
歳
の

学
生
に
偉
そ
う
な
こ
と
を
言
え
る

立
場
じ
ゃ
な
い
こ
と
は
百
も
承
知

で
引
き
受
け
ま
し
た
。
か
と
い
っ

て
ど
ん
な
こ
と
を
言
え
ば
い
い
の

か
悩
み
考
え
た
挙
句
当
時
の
自
分

が
い
か
に
ダ
メ
な
奴
で
、
今
人
生
の
黄

昏
時
に
な
る
ま
で
ど
ん
な
こ
と
を
し
て

き
た
か
を
、
言
う
な
れ
ば
人
生
を
ど
う

つ
ま
ず
い
て
、
ど
う
立
ち
上
が
っ
た
か

を
話
す
こ
と
に
し
た
の
で
す
。

　
最
初
の
就
職
は
下
宿
の
先
輩
の
紹
介

で
山
梨
の
養
殖
場
に
行
っ
た
の
で
す
が
、

実
は
当
時
つ
き
あ
っ
て
い
た
彼
女
が
東

京
に
い
て
周
囲
が
反
対
す
る
の
も
聞
か

ず
に
就
職
し
た
の
で
す
が
、
バ
チ
が
当

た
っ
た
の
か
親
父
が
倒
れ
、
帰
省
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
の
が
そ
も
そ
も
の

つ
ま
ず
き
の
第
一
歩
で
し
た
（
と
い
う

よ
り
も
オ
ネ
ー
チ
ャ
ン
に
イ
カ
レ
や
す

い
自
分
が
問
題
）。

　
次
の
就
職
は
同
級
生
だ
っ
た
今
は
亡

き
大
坪
君
の
父
親
が
組
合
長
を
務
め
る

岩
手
県
の
内
水
面
養
殖
組
合
で
お
せ
わ

に
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
一
年
働
き

魚
の
加
工
と
販
売
を
学
び
ま
し
た
。
か

つ
て
の
私
は
物
を
売
る
な
ど
ま
っ
た
く

ダ
メ
で
、
高
校
時
代
は
頼
ま
れ
た
コ
ン

サ
ー
ト
の
切
符
を
一
枚
も
売
る
こ
と
が

出
来
ず
、
し
か
た
な
く
バ
イ
ト
を
し
て

自
分
で
カ
ネ
を
払
っ
た
と
い
う
暗
い
過

去
ま
で
あ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
ト
ラ

ウ
マ
を
振
り
切
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
さ
て
次
は
、
そ
の
組
合
が
取
引
を
し

て
い
た
秋
田
の
中
央
市
場
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
、
魚
卵
課
に
配
属
さ
れ
タ
ラ

コ
の
販
売
担
当
と
な
っ
た
の
が
き
っ
か

け
で
そ
の
後
太
洋
産
業
に
も
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
が
、
両
社
で
北
朝
鮮
の
タ

ラ
コ
事
業
に
参
加
し
、
５
シ
ー
ズ
ン
、

の
べ
一
年
以
上
滞
在
し
、
現
地
で
朝
鮮

人
に
間
違
わ
れ
ま
し
た
。

　
私
の
地
元
秋
田
と
言
え
ば
ハ
タ
ハ
タ

で
す
が
、
当
時
県
内
産
は
乱
獲
に
よ
る

資
源
の
枯
渇
で
ほ
と
ん
ど
が
北
朝
鮮
か

ら
の
輸
入
で
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ

っ
て
望
ま
れ
て
転
職
し
た
の
が
現
在
の

三
宝
食
品
だ
っ
た
わ
け
な
の
で
す
。
で
、

こ
こ
で
も
タ
ラ
コ
作
り
を
始
め
二
十
年

近
く
な
り
ま
す
が
、
一
昨
年
私
の
開
発

し
た
新
製
法
が
評
価
さ
れ
水
産
庁
長
官

賞
を
受
賞
い
た
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
地

域
資
源
を
活
用
し
た
製
品
が
い
ろ
ん
な

形
で
評
価
を
う
け
て
い
ま
す
。

　
路
頭
に
迷
う
時
、
い
つ
も
誰
か
が
助

け
て
く
れ
ま
し
た
。
今
と
な
り
に
い
る

友
達
を
た
い
せ
つ
に
す
る
こ
と
。
そ
の

こ
と
を
最
後
に
伝
え
て
講
演
を
終
え
ま

し
た
。

  

新
製
品

 

　
秋
田
讃
醸
　
白
神
の
雪
し
ろ
鱒

　
白
神
山
地
か
ら
の
雪
解
け
水
が

海
に
流
出
す
る
米
代
川
河
口
で
漁

獲
し
た
桜
鱒
を
秋
田
の
伝
統
発

酵
調
味
料

（
し
ょ
っ
つ

る
、
純
米

酒
、
甘
酒

等
）
で
漬

け
込
み
熟

成
さ
せ
た
。
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６

　
第
36
回
漁
火
祭
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　
副
委
員
長
　
栗
栖
　
亮

　
こ
の
度
、
平
成
20
年
10
月
11
日（
土
）・

12
日
（
日
）
に
、
北
里
大
学
海
洋
生
命

科
学
部
に
お
い
て
第
36
回
漁
火
祭
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
36
回
漁
火
祭
で
は
、「
さ
ら
ば
水

産
学
部
」
〜
そ
し
て
新
た
に
生
ま
れ
変

わ
れ
〜
を
テ
ー
マ
に
、
実
行
委
員
70
人

で
４
月
か
ら
奔
走
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

北
里
大
学
水
産
学
部
は
平
成
20
年
４
月

よ
り
学
部
名
が
海
洋
生
命
科
学
部
に
変

わ
り
、
水
産
学
部
で
の
漁
火
祭
は
今
年

が
最
後
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
よ
う
な

テ
ー
マ
に
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
天

候
が
当
日
の
朝
ま
で
危
ぶ
ま
れ
、
ま
た

初
日
に
は
強
風
と
い
っ
た
予
期
せ
ぬ
で

き
ご
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昨
年
同
様

「
マ
グ
ロ
の
解
体
シ
ョ
ー
」
を
メ
イ
ン

企
画
と
し
、
大
変
多
く
の
お
客
様
に
ご

来
場
い
た

だ
き
大
い

に
盛
り
上

が
り
ま
し

た
。
こ
の

漁
火
祭
を

開
催
す
る

に
至
っ
て
、

学
生
生
活

で
何
か
に

奮
闘
す
る

楽
し
さ
、

皆
が
一
丸
と
な
る
こ
と
の
難
し
さ
、
ま

た
今
回
で
36
回
目
と
な
る
漁
火
祭
の
伝

統
を
受
け
継
ぐ
こ
と
の
大
切
さ
を
実
行

委
員
一
同
感
じ
取
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　
第
36
回
漁
火
祭
実
行
委
員
、
共
に
漁

火
祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
た
学
生
、
ご

来
場
い
た
だ
い
た
お
客
様
そ
れ
ぞ
れ
が

円
満
具
足
と
な
れ
た
の
も
三
水
会
様
の

寛
大
な
る
ご
協
力
の
賜
物
で
す
。
末
筆

な
が
ら
、
第
36
回
漁
火
祭
実
行
委
員
会

を
代
表
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。
ま
た
三
水
会
様
に
は
、
学
部
名
が

変
わ
ろ
う
と
も
伝
統
は
変
わ
ら
な
い
漁

火
祭
の
更
な
る
躍
進
の
た
め
に
、
今
後

と
も
一
層
の
ご
高
配
を
賜
り
た
く
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３

時
間
と
か
、
夕
方
１
時
間
と
か
、
短
時
間
で

切
り
上
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
自
分
で
釣
る
よ

り
他
人
を
案
内
す
る
ほ
う
が
好
き
に
な
っ
て

き
た
。
最
近
、
体
験
実
習
と
称
し
て
、
学
生

に
実
技
を
教
え
る
科
目
が
で
き
、
私
は
「
魚

か
ら
学
ぶ
」
と
題
し
て
、
学
生
に
魚
釣
り
を

指
導
し
て
い
る
。
平
成
19
年
７
月
に
「
イ
ワ

ナ
釣
り
」
を
開
講
し
た
と
こ
ろ
、
参
加
者
は

女
子
学
生
９
名
、
男
子
学
生
２
名
の
計
11
名

で
い
ず
れ
も
初
心
者
だ
っ
た
。
ま
ず
土
曜
日

午
後
に
イ
ワ
ナ
釣
り
に
つ
い
て
講
義
を
し
、

翌
日
曜
日
に
地
元
三
陸
町
内
の
渓
流
に
入
り
、

釣
り
を
実
地
指
導
し
た
。
そ
の
結
果
、
午
前

７
時
集
合
の
第
１
班
５
名
の
釣
果
は
６
尾
、

午
前
11
時
集
合
の
第
２
班
６
名
の
釣
果
は
15

尾
と
い
ず
れ
も
大
漁
で
、
し
か
も
第
２
班
の

女
子
学
生
は
全
長
39
cm
の
大
イ
ワ
ナ
を
釣
り

上
げ
た
「
写
真
２
」。
全
員
に
イ
ワ
ナ
釣
り
を

体
験
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
大
変
良
か
っ
た
。

39
cm
の
イ
ワ
ナ
は
め
っ
た
に
出
な
い
大
物
で

あ
る
。
三
陸
は
現
在
も
昔
と
変
わ
ら
ず
渓
流

魚
の
宝
庫
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
た
。
海
で

は
夏
の
小
サ
バ
・
小
ア
ジ
釣
り
が
楽
し
い
。

秋
の
チ
カ
釣
り
も
人
気
が
あ
る
が
、
昨
年
秋

は
チ
カ
の
群
れ
が
全
く
出
現
し
な
か
っ
た
。

な
ぜ
だ
か
分
か
ら
な
い
。

　
昭
和
55
年
に
は
水
産
学
部
同
窓
生
の
集
ま

り
で
あ
る
三
水
会
が
発
足
し
た
。
翌
昭
和
56

年
に
は
松
浦
先
生
が
北
里
大
学
学
長
に
な
ら

れ
た
。
昭
和
58
年
に
は
水
産
学
部
の
広
報
誌

で
あ
る
「
水
産
学
部
だ
よ
り
」
が
発
刊
さ
れ

た
。
平
成
３
年
10
月
に
は
日
本
水
産
学
会
秋

季
大
会
開
催
を
水
産
学
部
が
担
当
し
た
。
全

国
か
ら
９
３
７
名
の
学
会
員
が
三
陸
キ
ャ
ン

パ
ス
に
集
合
し
、
３
８
６
題
の
研
究
発
表
と

２
件
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
た
。
三

陸
町
中
央
公
民
館
で
行
わ
れ
た
会
員
交
歓
会

は
、
町
を
挙
げ
て
の
歓
迎
ぶ
り
で
大
好
評
で

あ
っ
た
。
翌
平
成
４
年
に
は
待
望
の
マ
リ
ン

ホ
ー
ル
（
１
階
は
屋
内
水
槽
室
、
２
階
は
講

義
室
、
３
階
は
学
生
食
堂
と
学
生
ホ
ー
ル
と

売
店
の
あ
る
３
階
建
て
）
が
完
成
し
た
。
平

成
12
年
に
水
産
学
部
は
学
部
改
組
し
、
２
学

科
制
か
ら
水
産
生
物
科
学
科
の
１
学
科
制
に

移
行
し
た
。
平
成
16
年
度
に
同
学
科
教
育
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
日
本
技
術
者
教
育
認
定
機
構
（
Ｊ

Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
）
に
よ
る
厳
正
な
審
査
を
受
け
、

私
立
大
学
で
は
初
め
て
そ
の
認
定
を
受
け
た
。

平
成
20
年
に
は
学
部
名
称
を
海
洋
生
命
科
学

部
に
変
更
し
た
。
平
成
21
年
３
月
に
は
４
階

建
て
の
学
生
実
験
棟
が
完
成
す
る
。

　
外
部
環
境
の
変
化
と
し
て
は
、
昭
和
57
年

に
東
北
新
幹
線
が
開
業
し
、
昭
和
59
年
に
三

陸
鉄
道
が
民
営
化
さ
れ
、
平
成
11
年
に
三
陸

縦
貫
自
動
車
道
の
大
船
渡
Ｉ
Ｃ
　
新
三
陸
ト

ン
ネ
ル
間
が
開
通
し
た
。
ま
た
平
成
13
年
に

三
陸
町
は
大
船
渡
市
と
合
併
し
、
新
生
大
船

渡
市
に
な
っ
た
。

　
以
上
振
り
返
る
と
、
33
年
間
に
さ
ま
ざ
ま

な
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
当
初
の
教

授
た
ち
は
全
員
定
年
退
職
さ
れ
、
助
教
授
た

ち
も
教
授
に
昇
任
後
に
次
々
と
定
年
退
職
さ

れ
、
当
初
最
も
若
い
助
教
授
だ
っ
た
児
玉
先

生
や
私
も
い
よ
い
よ
定
年
を
迎
え
た
。
こ
の

４
年
間
で
９
人
の
教
授
が
定
年
退
職
す
る
こ

と
に
な
る
が
、
代
わ
り
に
次
々
と
優
秀
な
若

い
先
生
方
が
着
任
し
て
い
る
。
問
題
は
少
子

化
で
あ
る
。
受
験
生
の
確
保
が
一
番
の
難
題

で
あ
り
、
教
員
総
出
で
出
前
講
義
な
ど
も
行

い
、
学
部
広
報
に
努
め
て
い
る
。
困
難
な
状

況
で
あ
る
が
、
今
後
も
緒
方
学
部
長
の
下
で

全
員
一
致
団
結
し
、
ユ
ニ
ー
ク
な
教
育
と
研

究
を
継
続
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

「
九
州
地
区
親
睦
会
に
参
加
し
て
」

Ｆ
Ａ

 19 
期
　
加
藤
　
紳

　
寒
冷
の
候
、
皆
様
い
か
が
お
過
ご
し
で
し

ょ
う
か
。
去
る
平
成
20
年
11
月
８
日
に
鹿
児

島
県
で
開
催
さ
れ
た
三
水
会
九
州
地
区
親
睦

会
に
参
加
致
し
ま
し
た
の
で
、
私
の
近
況
を

兼
ね
て
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
親
睦
会

に
は
九
州
各
地
か
ら
15
名
の
会
員
が
参
加
し
、

来
賓
に
長
野
県
よ
り
小
林
正
典
名
誉
教
授
、

山
梨
県
よ
り
長
谷
川
一
敏
三
水
会
長
に
お
越

し
頂
き
、
会
長
に
よ
る
乾
杯
の
音
頭
の
も
と

午
後
７
時
よ
り
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

昨
年
、
篤
姫
ブ
ー
ム
に
沸
い
た
鹿
児
島
と
い

え
ば
黒
豚
で
す
。
県
下
最
大
の
繁
華
街
天
文

館
に
あ
る
黒
豚
料
理
店
「
あ
ぢ
も
り
」
で
美

味
な
黒
豚
鍋
料
理
を
囲
み
ま
し
た
。
学
生
時

代
は
専
ら
日
本
酒
と
麦
焼
酎
で
し
た
が
、
郷

に
入
っ
て
は
…
…
と
い
う
こ
と
で
芋
焼
酎
の

空
ボ
ト
ル
が
次
々
と
並
ん
で
い
き
ま
し
た
。

楽
し
い
話
題
は
尽
き
る
こ
と
な
く
、
南
国
で

の
開
催
で
場
所
と
お
酒
が
違
え
ど
も
、
三
陸

生
活
時
代
に
浸
れ
る
空
間
は
い
つ
も
な
が
ら

温
か
く
な
ん
と
も
気
持
を
和
ま
せ
て
く
れ
る

も
の
で
す
。

　
も
と
も
と
私
は
埼
玉
県
出
身
で
す
が
、
大

学
卒
業
後
９
年
間
お
世
話
に
な
っ
た
東
京
の

海
洋
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
退
職
後
、
現

在
は
鹿
児
島
県
南
九
州
市
頴
娃
（
え
い
）
町

に
て
世
界
的
に
も
例
の
少
な
い
「
タ
ツ
ノ
オ

ト
シ
ゴ
類
」
の
養
殖
事
業
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
の
管
理
上
理
想
的

な
養
殖
環
境
を
探
し
た
末
に
鹿
児
島
に
や
っ

て
来
た
わ
け
で
す
が
、
人
生
初
め
て
の
土
地

で
右
往
左
往
し
て
い
る
と
き
に
い
ち
早
く
ご

助
力
を
頂
い
た
の
が
三
水
会
鹿
児
島
支
部
の

諸
先
輩
方
で
し
た
。
人
脈
作
り
や
学
術
情
報

の
ご
提
供
な
ど
、
鹿
児
島
に
来
て
４
年
以
上

経
ち
ま
す
が
今
日
も
お
世
話
に
な
り
通
し
で

す
。
そ
れ
ま
で
の
親
交
と
い
え
ば
同
級
生
が

主
で
し
た
が
、
卒
業
生
の
縦
の
繋
が
り
の
心

強
さ
を
実
感
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら

今
回
の
九
州
地
区
会
員
総
数
当
た
り
の
親
睦

会
参
加
者
数
は
岩
手
県
の
鮭
の
回
帰
率
を
幾

分
上
回
る
も
の
の
低
調
気
味
に
あ
り
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
さ
ら
に
多
く
の
方
々
と
お
会

い
で
き
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
養
殖
業
で
避
け
て
通
れ
な
い
も
の
が

魚
病
の
問
題
で
す
。
十
分
な
研
究
知
見
の
な

い
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
類
に
お
い
て
は
対
応
困

難
な
状
況
も
や
っ
て
き
ま
す
。
経
験
未
熟
な

私
な
ど
は
頭
の
中
が
対
症
療
法
の
こ
と
に
支

配
さ
れ
が
ち
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

親
睦
会
で
は
小
林
先
生
に
「
良
い
水
・
良
い

エ
サ
・
適
正
密
度
」
が
健
康
な
魚
を
育
む
と

お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
な
る
ほ
ど
確
か
に
私

自
身
も
都
市
部
か
ら
田
舎
町
へ
の
移
住
後
、

体
調
は
大
変
良
好
で
す
。
基
本
に
返
っ
て
魚

と
接
し
て
い
こ
う
と
先
生
の
お
言
葉
を
胸
に

刻
み
つ
つ
、
水
産
放
浪
歌
の
大
合
唱
で
親
睦

会
一
次
会
を
閉
会
し
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
最

終
的
な
解
散
が
翌
日
未
明
で
あ
っ
た
こ
と
は

い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
末
筆
な
が
ら
海
洋
生
命
科
学
部
と
し
て
学

部
の
新
た
な
る
発
展
と
皆
様
の
ご
多
幸
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

－

クロウミウマの産卵

クロウミウマの稚魚

「
第
三
回
潜
水
部
Ｏ
Ｂ
会
の
集
い
」
に

出
席
し
て

Ｆ
Ａ
17
期
　
高
城
　
豊

　
２
０
０
８
年
10
月
４
日
（
土
）
「
蔵

の
桜
　
銀
座
ナ
イ
ン
店
」
に
て
、
第
三

回
潜
水
部
Ｏ
Ｂ
会
の
集
い
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
卒
業
し
て
17
年
が
経
ち
、
そ
の

間
は
潜
水
部
同
期
の
結
婚
式
で
同
期
の

友
人
と
顔
を
合
せ
た
事
が
あ
る
程
度
で
、

Ｏ
Ｂ
会
の
集
い
に
出
席
す
る
の
は
初
め

て
の
こ
と
で
し
た
。
井
田
先
生
の
お
顔

を
拝
見
す
る
の
も
大
学
在
学
時
以
来
で
、

当
時
に
比
べ
て
だ
い
ぶ
白
髪
が
目
立
つ

よ
う
に
お
見
受
け
さ
れ
、
時
が
ず
い
ぶ

ん
流
れ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
私

の
同
期
や
現
役
時
の
先
輩
や
後
輩
の
姿

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
め
て
会

っ
た
先
輩
方
に
当
時
の
練
習
や
合
宿
の

様
子
に
つ
い
て
の
話
を
聞
き
、
今
年
の

４
月
に
卒
業
し
た
ば
か
り
の
後
輩
に
は
、

大
船
渡
や
崎
浜
、
浦
浜
の
町
の
様
子
や

今
の
潜
水
部
で
は
す
ぐ
に
レ
ギ
ュ
レ
ー

タ
ー
や
タ
ン
ク
を
着
け
て
潜
っ
て
い
る

と
聞
い
て
、
私
の
現
役
時
代
２
年
生
の

７
月
ま
で
は
ひ
た
す
ら
表
面
遊
泳
や
シ

ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ
の
練
習
を
徹
底
的
に

行
い
、
基
本
が
身
に
付
い
て
か
ら
そ
の

後
に
や
っ
と
レ
ギ
ュ
レ
ー
タ
ー
や
タ
ン

ク
を
付
け
て
潜
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、

ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
も
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

　
２
次
会
は
近
く
の
居
酒
屋
に
移
動
し
、

半
数
以
上
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
に
は
皆
さ
ん
だ
い
ぶ
打
ち
解
け

て
、
様
々
な
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。
集
い
が
始
ま
っ
て
か
ら
あ
っ

と
い
う
間
に
４
時
間
以
上
経
ち
、
10
時

過
ぎ
に
散
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
近
は

仕
事
上
の
付
き
合
い
ば
か
り
に
な
っ
て

い
た
私
に
と
っ
て
、
こ
の
Ｏ
Ｂ
会
の
集

い
は
久
し
ぶ
り
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る

こ
と
の
で
き
た
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま

し
た
。

DIC=177



７

三
陸
校
舎
へ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
を

設
置
し
ま
し
た

　
皆
さ
ん
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ

を
ご
存
知
で
す
か
。
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ

メ
ラ
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て

パ
ソ
コ
ン
の
ブ
ラ
ウ
ザ
の
中
に
、
カ
メ

ラ
で
捉
え
た
映
像
を
表
示
し
ま
す
。

　
北
里
大
学
同
窓
会
で
は
、
北
里
大
学

の
各
校
舎
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
カ
メ
ラ

の
設
置
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
第
１
号

と
し
て
、
三
陸
校
舎
（
海
洋
生
命
科
学

部
）
Ｆ
３
の
屋
上
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
動
画
配
信
を
開
始

し
ま
し
た
。

　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
へ
の
ア
ク
セ

ス
方
法
は
、
２
種
類
あ
り
ま
す
。

・
北
里
大
学
同
窓
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク

セ
ス

（h
ttp
://w
w
w
.k
ita
sa
to
-d
o
u
so
u
k
a
i.jp

/

）

・
三
水
会
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
ア
ク
セ
ス

（h
ttp
://k
ita
sa
to
-sa
n
su
ik
a
i.jp

/

）

　
行
き
た
く
て
も
、
な
か
な
か
訪
問
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
三
陸
校
舎
を
、
パ

ソ
コ
ン
の
中
で
は
あ
り
ま
す
が
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

「水産学部卒後30年の集い」―ご案内のお知らせ―
発起人代表：１期　玉置研二

　拝啓　北里大学水産学部卒業生の皆様におかれましては、益々ご活躍の事とお慶び申し上げます。

 我が水産学部が設置されたのは昭和47年であり、同51年春に一期生が三陸の地を巣立って以来、早くも30年
以上が経過いたしました。今年は３期生が卒業後30年目の節目を迎えます。この間幾多のご苦労を乗り越えて
こられたことと拝察いたしますが、昨年４月には、学部名称が水産学部から海洋生命科学部に変更となり、今
更ながら月日の流れが感じられます。

 さて、この度、卒業30年を経過した、１期生、２期生、３期生を対象としました親睦会を、当時の教職員方々
を交え下記にて開催することを企画いたしましたのでお知らせいたします。幹事一同、皆様のご参加を、心よ
りお待ちいたしております。当日「東京オペラシティー54階」東天紅にて再会できることを大いに期待してお
ります。是非、ご夫婦でご参加下さい。

幹事：１期　其阿彌善嗣・石川義行　２期　横堀昌道・田代茂年　３期�小野十美雄・佐藤敏行
敬具　

記
開催日時：平成２１年３月２８日（土）　午後６時（受付５時３０分）
開催場所：東京西新宿「東京オペラシティー54階」東天紅（フォルトナーレ）
　　　　　住所：東京都新宿区西新宿3-20-2　TEL：03-5388-1015
会　　費：１人一万円　〈当日お支払い下さい〉
　　　　　〈尚、ご夫婦で参加される場合一方が会員でなくとも、又、会員ご夫婦の場合でも、２名で一万円となります〉
申込方法：三水会事務局まで電話・FAX又はE-mailでお知らせ願います。
　　　　　TEL・FAX　０１２０－８７３１３５　
　　　　　E-mail：information@kitasato-sansuikai.jp
締　　切：平成２１年３月２２日（日）
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三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
お
知
ら
せ

　
三
水
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、
サ
イ
ト
の
管

理
、
運
営
。
掲
載
内
容

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
「
サ

イ
ト
ポ
リ
シ
ー
」
と
し

て
、
提
示
し
て
い
ま
す
。

　
正
確
か
つ
中
立
な
運
営
を
心
が
け
る

上
で
の
注
意
点
、
利
用
規
約
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
よ
り
、
本
学
同
窓
会

に
よ
り
、
三
陸
校
舎
の
様
子
を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
カ
メ
ラ
で
公
開
す
る
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

　
公
開
後
は
、
当
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
て
静
止
画
像
（
10
分
に

１
カ
ッ
ト
）
を
、
リ
ン
ク
画
面
に
よ

り
、
動
画
映
像
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
公
開
次
第
、
作
業
い
た
し
ま
す
の
で
、

今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

　
よ
り
良
い
運
営
を
す
る
た
め
試
行

錯
誤
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
意
見
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝
＝

２

三
陸
生
活
33
年
間
の
思
い
出

山
森
　
邦
夫

　
三
陸
と
い
う
地
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
分
か

ら
な
い
が
、
当
時
も
す
で
に
幻
の
魚
と
い
わ

れ
て
い
た
イ
ワ
ナ
や
ヤ
マ
メ
が
い
く
ら
で
も

釣
れ
る
と
聞
い
た
。
一
方
、
東
京
で
は
朝
夕

の
ラ
ッ
シ
ュ
時
の
通
勤
電
車
は
す
し
詰
め
状

態
で
通
勤
地
獄
と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で

東
京
大
学
農
学
部
を
退
職
し
、
北
里
大
学
水

産
学
部
に
赴
任
し
た
。
昭
和
51
年
３
月
の
こ

と
で
、
丁
度
、
１
回
生
の
卒
業
式
に
間
に
合

っ
た
。
あ
れ
か
ら
33
年
が
経
過
し
、
私
は
定

年
退
職
す
る
年
齢
に
な
っ
た
。

　
当
時
は
出
来
た
ば
か
り
の
学
部
で
、
水
産

増
殖
学
科
に
は
下
村
敏
正
、
藤
野
和
男
、
橘

高
二
郎
、
小
林
正
典
各
教
授
、
鈴
木
敬
二
、

井
田
斎
、
渡
邊
翼
、
山
森
邦
夫
（
私
）
各
助

教
授
、
室
伏
誠
、
厚
田
静
男
各
助
手
、
水
産

食
品
学
科
に
は
、
土
屋
靖
彦
、
松
浦
文
雄
、

太
田
静
行
、
佐
藤
良
裕
各
教
授
、
佐
藤
美
和
、

川
内
浩
司
、
児
玉
正
昭
、
野
村
節
三
各
助
教

授
、
日
下
兵
璽
、
佐
藤
実
、
緒
方
武
比
古
各

助
手
が
お
ら
れ
、
松
浦
教
授
が
学
部
長
を
兼

任
さ
れ
て
い
た
。

　
私
は
魚
類
生
理
学
講
座
に
所
属
し
た
。
研

究
の
内
容
は
生
理
学
と
遺
伝
学
で
あ
っ
て
講

座
主
任
で
あ
る
藤
野
教
授
と
室
伏
助
手
が
遺

伝
学
を
、
私
は
生
理
学
を
担
当
し
た
。
約
20

名
の
卒
論
学
生
の
指
導
を
生
理
学
と
遺
伝
学

と
で
分
け
合
っ
た
。
室
伏
助
手
は
昭
和
53
年

に
日
大
文
理
学
部
に
転
勤
さ
れ
た
。
後
任
と

し
て
鈴
木
美
枝
さ
ん
が
技
術
職
員
と
し
て
着

任
し
た
が
、
１
年
後
に
三
島
市
に
あ
る
国
立

遺
伝
研
に
転
勤
さ
れ
た
。
昭
和
55
年
に
荒
井

克
俊
助
手
が
着
任
し
た
。
荒
井
氏
は
昭
和
59

年
に
講
師
に
昇
任
さ
れ
、
平
成
２
年
に
広
島

大
学
助
教
授
に
栄
転
さ
れ
た
。
荒
井
氏
は
そ

の
後
、
母
校
の
北
大
に
戻
ら
れ
教
授
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
。
藤
野
教
授
は
荒
井
氏
の

後
任
と
し
て
奥
村
誠
一
助
手
を
採
用
し
た
。

奥
村
氏
は
藤
野
教
授
の
下
で
卒
論
、
大
学
院

修
士
課
程
、
博
士
課
程
を
修
業
し
た
藤
野
教

授
の
愛
弟
子
で
あ
る
。
藤
野
教
授
は
翌
平
成

３
年
３
月
に
定
年
退
職
さ
れ
、
私
は
講
座
主

任
を
引
き
継
い
だ
。
平
成
５
年
に
東
北
水
研

の
浅
野
昌
充
氏
を
助
教
授
に
迎
え
た
。
浅
野

助
教
授
は
平
成
９
年
に
新
設
さ
れ
た
宮
城
県

立
看
護
大
学
に
教
授
と
し
て
栄
転
さ
れ
た
の

で
、
後
任
と
し
て
天
野
勝
文
氏
を
講
師
に
迎

え
た
。
天
野
氏
は
平
成
12
年
に
助
教
授
に
昇

任
さ
れ
、
平
成
20
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。

奥
村
助
手
は
平
成
８
年
に
講
師
に
昇
任
さ
れ
、

平
成
16
年
に
は
准
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
天

野
氏
も
奥
村
氏
も
卒
論
指
導
の
他
、
多
く
の

修
士
を
育
て
、
且
つ
博
士
を
育
て
た
経
験
も

持
つ
優
れ
た
教
員
で
あ
る
。

　
水
産
学
部
の
教
職
員
住
宅
と
し
て
最
初
に

で
き
た
崎
浜
の
住
宅
と
２
番
目
に
で
き
た
浦

浜
の
杉
下
住
宅
が
あ
っ
た
。
私
は
杉
下
住
宅

に
入
居
し
た
。
家
族
は
家
内
と
６
歳
の
娘
で

あ
る
。
４
年
後
に
息
子
が
生
ま
れ
た
。
杉
下

住
宅
は
大
学
に
近
い
の
で
、
帰
宅
後
に
再
度

大
学
に
行
く
こ
と
も
億
劫
で
は
な
い
。
気
に

な
る
こ
と
が
あ
る
と
夕
食
後
に
大
学
に
行
く

こ
と
も
再
三
あ
っ
た
。
近
い
の
で
学
生
た
ち

も
良
く
遊
び
に
来
て
く
れ
た
。
私
の
担
当
す

る
卒
論
学
生
だ
け
で
は
な
く
、
藤
野
先
生
担

当
の
卒
論
学
生
も
良
く
来
て
く
れ
た
。
狭
い

部
屋
に
重
な
る
よ
う
に
詰
め
あ
っ
て
食
っ
た

り
呑
ん
だ
り
し
な
が
ら
議
論
し
た
。
卒
論
で

う
ま
く
行
っ
た
こ
と
と
か
、
逆
に
悩
ん
で
い

る
こ
と
と
か
、
卒
論
関
連
の
話
が
多
か
っ
た
。

卒
論
テ
ー
マ
が
い
つ
も
皆
の
頭
の
片
隅
か
ら

離
れ
な
い
こ
と
の
証
拠
だ
っ
た
。
皆
、
自
分

の
卒
論
テ
ー
マ
に
の
め
り
こ
ん
で
い
た
。
時

に
は
学
生
た
ち
が
東
京
か
ら
土
産
を
持
っ
て

き
た
。
ケ
ン
タ
ッ
キ
ー
・
フ
ラ
イ
ド
・
チ
キ

ン
の
存
在
を
知
っ
た
の
も
学
生
の
土
産
か
ら

で
あ
る
。
越
喜
来
漁
港
が
近
い
の
で
、
夕
食

後
に
釣
り
に
行
き
、
釣
れ
た
ク
ロ
ソ
イ
や
メ

バ
ル
を
肴
に
晩
酌
を
楽
し
む
こ
と
も
多
か
っ

た
。

　
子
供
が
大
き
く
な
っ
て
杉
下
住
宅
が
手
狭

に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
頃
、
平
野
礼

次
郎
学
部
長
か
ら
大
船
渡
に
家
族
向
け
住
宅

を
新
設
す
る
話
が
あ
り
、
新
住
宅
建
設
委
員

会
委
員
長
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
当
初
は
多
く

の
教
員
が
単
身
赴
任
で
あ
っ
た
が
、
家
族
連

れ
の
教
員
も
徐
々
に
増
え
つ
つ
あ
っ
た
。
僻

地
の
大
学
に
優
秀
な
教
員
を
呼
び
込
む
に
は
、

「
将
を
射
ん
と
欲
す
れ
ば
、
ま
ず
馬
を
射
よ
」

が
肝
心
で
、
す
な
わ
ち
「
奥
方
に
気
に
入
っ

て
も
ら
え
る
住
宅
を
用
意
す
れ
ば
、
優
秀
な

教
員
に
来
て
も
ら
え
る
」
と
の
深
謀
遠
慮
が

平
野
学
部
長
の
真
意
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
便

利
で
広
く
夢
の
あ
る
住
宅
を
計
画
し
た
。
田

舎
で
土
地
は
広
い
の
だ
か
ら
高
層
住
宅
は
止

め
、
大
船
渡
市
赤
崎
町
字
諏
訪
前
に
５
０
０

坪
の
土
地
を
借
り
、
平
成
６
年
冬
に
諏
訪
前

住
宅
が
完
成
し
た
。
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ
の
２
階
建
て

住
宅
が
４
軒
連
な
り
、
こ
れ
が
２
棟
で
、
計

８
所
帯
分
の
住
宅
で
あ
る
「
写
真
１
」。
各
軒

に
２
台
分
の
駐
車
場
を
備
え
た
。
諏
訪
前
地

区
は
大
船
渡
市
が
水
田
を
住
宅
地
に
造
成
し

た
も
の
で
、
当
初
は
周
囲
に
何
も
な
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
そ
の
後
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
の
「
Ｓ
Ｕ
Ｎ
Ｄ

Ａ
Ｙ
」
や
食
品
ス
ー
パ
ー
の
「
新
鮮
館
」
な

ど
が
で
き
て
大
船
渡
市
の
中
で
最
も
発
展
著

し
い
地
区
に
な
っ
た
。
買
物
に
来
る
学
生
も

多
い
。
諏
訪
前
住
宅
は
「
新
鮮
館
」
や
「
Ｓ

Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ
」
の
裏
側
に
位
置
し
、
盛
川
に

面
し
て
い
る
の
で
わ
か
り
や
す
い
。

　
渓
流
釣
り
に
惹
か
れ
て
三
陸
に
来
た
私
で

あ
る
。
三
陸
で
は
車
か
ら
降
り
た
場
所
が
渓

流
釣
り
場
に
な
る
。
リ
ア
ス
式
地
形
と
い
う

の
は
、
山
地
の
中
腹
ま
で
が
海
に
沈
み
、
山

地
の
上
流
部
の
み
が
海
か
ら
突
き
出
て
い
る

と
い
っ
て
も
良
い
地
形
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
東
京
で
は
電
車
や
バ
ス
を
乗
り
継
い
で
さ

ら
に
数
時
間
歩
か
な
い
と
た
ど
り
着
け
な
い

標
高
１
０
０
０
ｍ
ク
ラ
ス
の
地
形
が
、
足
元

に
転
が
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
し

か
も
人
口
が
少
な
く
、
水
質
汚
染
も
少
な
い

環
境
な
の
で
、
都
会
で
は
幻
の
魚
が
こ
こ
で

は
全
く
幻
で
な
い
。
川
に
は
よ
く
行
っ
た
。

イ
ワ
ナ
釣
り
が
主
で
、
ひ
と
た
び
釣
り
を
す

る
と
、
そ
の
後
は
同
じ
場
所
で
は
し
ば
ら
く

釣
れ
な
い
。
そ
こ
で
私
は
同
じ
場
所
で
釣
る

場
合
に
は
最
低
１
週
間
以
上
間
を
お
い
て
か

ら
に
し
た
。
そ
れ
で
も
ま
っ
た
く
釣
り
に
な

ら
な
い
と
き
は
、
大
抵
先
行
者
が
い
た
り
、

釣
り
を
し
た
ら
し
い
新
し
い
足
跡
が
見
つ
か

っ
た
り
し
た
。
だ
か
ら
、
釣
り
に
行
く
場
所

を
何
ヶ
所
も
用
意
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

間
を
お
い
て
も
数
十
年
も
同
じ
渓
流
で
釣
り

を
し
て
い
る
と
大
抵
の
こ
と
は
記
憶
し
て
し

ま
う
。
下
流
か
ら
上
流
ま
で
の
水
中
の
数
々

の
石
の
配
置
、
魚
の
潜
む
場
所
、
大
物
が
釣

れ
る
場
所
な
ど
、
経
験
に
よ
っ
て
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
を
知
り
、
坊
主
（
１
尾
も
釣
れ
な
い

こ
と
）
で
帰
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
尺
（
30

cm
）
を
超
え
る
大
き
さ
の
渓
流
魚
を
「
尺
も

の
」
と
い
う
が
、「
尺
も
の
」
の
魚
拓
は
何
度

も
作
っ
た
。
し
か
し
三
陸
で
は
渓
流
魚
が
幻

の
魚
で
無
い
こ
と
も
あ
り
、
当
初
頻
繁
で
あ

っ
た
釣
行
も
徐
々
に
減
り
、
最
近
は
年
数
回

程
度
に
な
っ
た
。
ま
た
釣
り
の
時
間
も
朝
１

「写真1」

「写真2」
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看板

児玉 正昭 教授

小河 久朗 教授

山森 邦夫 教授

水産学部を背負ってこられた先生方

■山森先生退職記念パーティーのお知らせ
魚類生理学研究室・山森邦夫教授は、今春3月に定年をむかえられます。これまでの山森先生への感謝の
気持ちを表すとともに、先生の新たな門出を祝福するために退職記念パーティーを開催いたします。お
誘い合わせの上、奮ってご参加くださいますよう，お願い申し上げます。なお、他研究室の卒業生の
方々、教職員の方々の参加も歓迎いたします。
　日　時：平成21年4月12日（日）　13：30～15：30
　場　所：東京　学士会館　（地下鉄神保町駅下車すぐ）
　会　費：一万円
3月15日までに、参加あるいは不参加につきまして、1）御氏名，２）卒業年度，３）連絡先住所，電話
番号、メールアドレスと合わせまして、okumura@kitasato-u.ac.jp（奥村誠一）までお送りください。電
子メールを使用できる環境にない方は、ファックス0192-44-1904（天野勝文）でお知らせください。

■平成２１年度三水会定期総会のご案内
下記により、平成21年度三水会定期総会を開催いたします。
役員、代議員はもとより、一般会員も傍聴できます。
　開催日時：平成21年5月16日（土）午後6時～7時
　開催場所：北里大学白金キャンパス　3号館　8階　3802教室
　議　　事：①平成20年度事業報告、収支決算　②平成21年度事業計画、収支予算
　　　　　　③第11期役員、代議員の選任　④その他

■「第１１期三水会代議員の改選について」―代議員推薦のお願いー
前回の改選から3年近くが経ち、平成21年度総会において代議員、役員の改選が行われます。
つきましては代議員の推薦（自薦、他薦）を、下記により受け付けいたします。
　　　　　　　　　　　　記
〈会員氏名、卒業年、学科、卒業講座名、現住所、電話番号〉記載
―他薦の場合は、推薦者名を記入―
ＦＡＸまたはE-mailにて、事務局宛にお送り下さい。
　代議員　資格：三水会正会員（水産学部卒業生）
　推薦受付期間：平成21年3月末日
　三水会事務局：TEL＆FAX：０１２０－８７３１３５　E-mail：information@kitasato-sansuikai.jp 

■水産生物化学研究室同窓会・児玉正昭先生退職記念パーティーのご案内
水産生物化学研究室同窓会・児玉正昭先生退職記念パーティーを下記の日程で開催いたします。多くの方々
にご出席いただきますようご案内申し上げます。
開催日時：2009年5月23日（土）　受付開始17：30, 開会18：00～21：00
　会　　場：　(未定)　東京　山手線沿線圏内
　　　　　　＊�会場の詳細については決定しだい三水会ホームページに掲載します。
　会　　費：10,000円
　参加申込み方法：下記連絡先のメールアドレス，ＦＡＸ等で受け付けています。詳細は参加申込案内

を北里大学同窓会に登録されている住所へ郵送していますので，ご覧ください。三水会ホー
ムページのイベントにも参加申込み方法を掲載しています。

　　　　　http://kitasato-sansuikai.jp/ivento.html
　 連 絡 先：不明な点等ありましたら　seika-ob@kitasato-u.ac.jp　またはFAX 03-6313-6853水産生物

化学研究室同窓会事務局(高田(栗栖)義宜)までご連絡ください。
（坂本節子14FF）

　大地震に驚き、大不況におののいて暮れた2008年。2009年は平穏で明るい年になることを
心より祈るばかりです。年月を重ねることは本人の意思にかかわらず色々な経験を積み重ね
ることになるようです。この経験を生かせるか、楽しめるか、今、試されているように感じて
おります。
　三水会も発足して29年を迎え、それぞれに三陸での経験を振り返ってみるのも良いかもし
れません。『卒後30年の集い』が今年3月に開催されることになりました。対象となる会員の皆
様には奮ってご参加いただき、新たな三水会の活力となっていただきたいと思います。

見たい・知りたい・話したい


